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深
しん

秋
しゅう

の候
こう

　皆
みな

様
さま

方
がた

におかれましてはますますご清
せい

祥
しょう

のこととお喜
よろこ

び申
もう

し上
あ

げます。平
へい

素
そ

は格
かく

別
べつ

のご高
こう

配
はい

を

賜
たまわ

り厚
あつ

く御
おん

礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。

　さて、私
わたし

は、このたび中
なか

野
の

 惠
え

理
り

子
こ

の後
こう

任
にん

として、本
ほん

年
ねん

４月
がつ

に

会
かい

長
ちょう

に就
しゅう

任
にん

しました。外
がい

国
こく

人
じん

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

や時
じ

代
だい

のニーズが

変
へん

化
か

する中
なか

、地
ち

域
いき

の発
はっ

展
てん

のために努
ど

力
りょく

いたしますので、前
ぜん

任
にん

者
しゃ

同
どう

様
よう

 ご支
し

援
えん

くださいますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。

　さて、現
げん

在
ざい

、鹿
かの

屋
や

市
し

にはベトナム、フィリピン、中
ちゅう

国
ごく

、インドネシア、ネパールなど、様
さま

々
ざま

な国
くに

の

外
がい

国
こく

人
じん

が約
やく

700人
にん

暮
く

らしています。皆
みな

様
さま

にとりましても、外
がい

国
こく

人
じん

は身
み

近
ぢか

な存
そん

在
ざい

となっているのではない

でしょうか。外
がい

国
こく

人
じん

の増
ぞう

加
か

の要
よう

因
いん

は技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

生
せい

の受
うけ

入
いれ

が大
おお

きく関
かか

わっていますが、今
こん

後
ご

も鹿
かの

屋
や

市
し

の在
ざい

留
りゅう

外
がい

国
こく

人
じん

数
すう

は増
ふ

えていくものと考
かんが

えられており、外
がい

国
こく

人
じん

が地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

で暮
く

らしやすい環
かん

境
きょう

を整
ととの

えることが求
もと

め

られています。

　当
とう

協
きょう

会
かい

では、これまでの国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

に加え、国
こく

籍
せき

が違
ちが

う人
ひと

々
びと

がお互
たが

いの文
ぶん

化
か

や考
かんが

え方
かた

などの違
ちが

いを

認
みと

め合
あ

い、対
たい

等
とう

な関
かん

係
けい

を築
きず

きながら、外
がい

国
こく

人
じん

も鹿
かの

屋
や

市
し

の住
じゅう

民
みん

の一
いち

員
いん

として共
とも

に暮
く

らす多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の地
ち

域
いき

づくりを目
め

指
ざ

し事
じ

業
ぎょう

を実
じっ

施
し

しております。当
とう

協
きょう

会
かい

の活
かつ

動
どう

を通
つう

じ、市
し

民
みん

の皆
みな

様
さま

の国
こく

際
さい

理
り

解
かい

や国
こく

際
さい

性
せい

豊
ゆた

か

な人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

などに努
つと

めてまいります。

　今
こん

後
ご

とも、当
とう

協
きょう

会
かい

へのご支
し

援
えん

、ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。

鹿
かの

屋
や

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 会
かい

長
ちょう

　坂
さか

元
もと

　浩
ひろ

幸
ゆき

鹿
かの

屋
や

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

〒893-8501 鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

鹿
かの

屋
や

市
し

共
きょう

栄
えい

町
ちょう

20-1（鹿
かの

屋
や

市
し

役
やく

所
しょ

 地
ち

域
いき

活
かつ

力
りょく

推
すい

進
しん

課
か

内
ない

）
☎080-1985-3565

（８：30 ～ 17：00　土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

休
やす

み）

http://kiea.ne.jp/

ごあいさつ

　自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るときのルールを学
まな

びましょう。

　ルールを学
まな

んだあとに、一
いっ

緒
しょ

に

自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

って、ミニツアーに

出
で

かけましょう♪

11
　15日

11
　29日
　鹿

か の や

屋市
し

に暮
く

らす外
がい

国
こく

人
じん

と日
に

本
ほん

人
じん

の交
こう

流
りゅう

を目
もく

的
てき

にしたバスツアーです。

　吾
あ い ら

平山
さ ん り ょ う

上陵の

紅
こう

葉
よう

や鹿
かの

屋
や

の食
しょく

を

楽
たの

しみましょう。

外
が い

国
こ く

人
じ ん

向
む

け
自
じ

転
て ん

車
し ゃ

の乗
の

り方
か た

教
きょう

室
し つ

鹿
か の や

屋の秋
あ き

を感
か ん

じる
バスツアー

イベントに参
さん

加
か

するには申
もうし

込
こみ

が必
ひつ

要
よう

です。

詳
くわ

しいことが決
き

まりましたら、ホームページでお知
し

らせします。

けん　さく

鹿
かの

屋
や

市
し

　国
こく

際
さい



輪輪

鹿屋市に暮らす外国人の紹介
かの　 や　　し しょう かいく がい　こく　じん

　私
わたし
は、ベトナム出

しゅっ
身
しん
のトゥと申

もう
します。１年

ねん
６ヶ

か
月
げつ
前
まえ

に来
らい
日
にち
し、2020年

ねん
10月

がつ
に鹿
かの
屋
や
市
し
にまいりました。

　今
きょう
日は、みなさんにベトナムの伝

でん
統
とう
的
てき
な衣

い
装
しょう
である「ア

オザイ」を紹
しょう
介
かい
します。

　アオザイを日
に
本
ほん
語
ご
に訳
やく
すと、「アオ」は「上

うわ
着
ぎ
」、「ザイ」

は「長
なが
い」という意

い
味
み
になります。

　アオザイは1700年
ねん
代
だい
に誕

たん
生
じょう
したといわれています。

古
こ
典
てん
的
てき
なアオザイは、襟

えり
の高

たか
さが約

やく
4 〜 5㎝、襟

えり
がＶ字

じ

型
がた
にカットされ、首

くび
から腰

こし
までタイトな仕

し
上
あ
がりになっ

ています。腰
こし
から膝

ひざ
下
した
まで深

ふか
いスリットが入

はい
っているの

が特
とく
徴
ちょう
です。上

うわ
着
ぎ
の袖

そで
丈
たけ
は肩

かた
から手

て
首
くび
まであり、足

あし
首
くび
ま

である長
なが
ズボンを着

ちゃく
用
よう
します。

　女
じょ
性
せい
の衣

い
装
しょう
という印

いん
象
しょう
がありますが、男

だん
性
せい
用
よう
の衣

い
装
しょう
も

あります。

　アオザイは、お祭
まつ
りで着

き
る伝

でん
統
とう
的
てき
な服

ふく
だけでなく、航

こう

空
くう
会
がい
社
しゃ
のスタッフ、女

じょ
性
せい
の教

きょう
師
し
、女

じょ
性
せい
の銀

ぎん
行
こう
家
か
、学

がく
生
せい
な

どのオフィスや学
がっ
校
こう
の制

せい
服
ふく
になっています。また、パー

ティーなどの特
とく
別
べつ
な日

ひ
にも着

き
ることがあります。

　今
いま
では、多

おお
くのファッションが登

とう
場
じょう
していますが、ベト

ナムの女
じょ
性
せい
の伝

でん
統
とう
的
てき
なアオザイは今

いま
でも人

にん
気
き
があります。

　私
わたし
は、何

なん
度
ど
か日

に
本
ほん
の伝

でん
統
とう
的
てき
な衣

い
装
しょう
である「着

き
物
もの
」を着

き

たことがあります。
　アオザイも着

き
物
もの
も素

す
晴
ば
らしい美

うつく
しさを持

も
っていると思

おも

います。
　ぜひ、みなさんもアオザイを着

き
てみてください！

グエン ティ トゥ（ベトナム）

鹿
かの

屋
や

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

では、“会
かい

員
いん

”を募
ぼ

集
しゅう

しています‼
詳
くわ

しくはお電
でん

話
わ

でお問
と

い合
あ

わせいただくか、

ホームページをご覧
らん

ください。

災
さい

害
がい

時
じ

は「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を
使
つか

いましょう
　近

きん

年
ねん

、日
に

本
ほん

では大
おお

きな自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

がよく起
お

こるようにな

り、鹿
かの

屋
や

市
し

でも台
たい

風
ふう

や大
おお

雨
あめ

による災
さい

害
がい

が増
ふ

えています。

日
に

本
ほん

で起
お

きる災
さい

害
がい

と、世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

で起
お

きる災
さい

害
がい

は異
こと

なるこ

とから、外
がい

国
こく

人
じん

の災
さい

害
がい

に対
たい

する知
ち

識
しき

や経
けい

験
けん

は日
に

本
ほん

人
じん

と大
おお

きな差
さ

があります。阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

の外
がい

国
こく

人
じん

と日
に

本
ほん

人
じん

の100人
にん

あたりの死
し

者
しゃ

数
すう

を比
くら

べてみると、日
に

本
ほん

人
じん

に比
くら

べ

約
やく

２倍
ばい

の外
がい

国
こく

人
じん

が亡
な

くなったというデータもあります。

　鹿
かの

屋
や

市
し

にも様
さま

々
ざま

な国
こく

籍
せき

の外
がい

国
こく

人
じん

が暮
く

らしていますが、日
に

本
ほん

人
じん

であれば知
し

っている災
さい

害
がい

に関
かん

する言
こと

葉
ば

は外
がい

国
こく

人
じん

にとっ

ては理
り

解
かい

が難
むずか

しいため、「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を活
かつ

用
よう

した情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

が注
ちゅう

目
もく

されています。鹿
かの

屋
や

市
し

に暮
く

らす多
おお

くの外
がい

国
こく

人
じん

は、

一
いっ

定
てい

程
てい

度
ど

の日
に

本
ほん

語
ご

によるコミュニケーションはできるため、

「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」であれば分
わ

かる、安
あん

心
しん

するといわれます。

　今
こん

回
かい

は、災
さい

害
がい

に関
かん

する言
こと

葉
ば

の「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を一
いち

部
ぶ

紹
しょう

介
かい

します。

　「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」で災
さい

害
がい

情
じょう

報
ほう

を「正
ただ

しく」「はやく」

外
がい

国
こく

人
じん

に伝
つた

えることは、災
さい

害
がい

時
じ

の被
ひ

害
がい

を最
さい

小
しょう

限
げん

に減
へ

らす

ために、皆
みな

さんが取
と

り組
く

める一
ひと

つの手
しゅ

段
だん

です。

　「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」は、災
さい

害
がい

時
じ

に限
かぎ

らず、平
へい

時
じ

のコミュ

ニケーションにも役
やく

立
だ

ちます。ぜひ普
ふ

段
だん

から外
がい

国
こく

人
じん

とのコ

ミュニケーションにご活
かつ

用
よう

ください。

外
がい
国
こく
語
ご
が話
はな
せなくても

大
だい
丈
じょう
夫
ぶ
！！

アオザイは、鹿
かの

屋
や

市
し

民
み ん

族
ぞ く

館
か ん

で
着
き

ることができます

けん　さく

鹿
かの

屋
や

市
し

　国
こく

際
さい

災
さい

害
がい

に関
かん

する言
こと

葉
ば

の言
い

い換
か

え例
れい

警
けい

戒
かい

する ⇒ きをつける
危
き

険
けん

⇒ 危
あぶ

ない
高
たか

台
だい

⇒ 高
たか

い場
ば

所
しょ

浸
しん

水
すい

⇒ 部
へ

屋
や

に水
みず

が入
はい

る
すみやかに ⇒ すぐに

やさしい日
に

本
ほん

語
ご

の文
ぶん

を作
つく

るときのポイント

①簡
かん

単
たん

な言
こと

葉
ば

を使
つか

う。　　②漢
かん

字
じ

にふりがなを振
ふ

る。
③ひとつの文

ぶん
を短

みじか
くする。 ④あいまいな表

ひょう
現
げん

は避
さ

ける。
⑤ 知

し
っておいたほうがよいと思

おも
う言

こと
葉
ば

はそのまま使
つか

い、
「やさしい日

に
本
ほん

語
ご

」による言
い

いかえを添
そ

える。

外
がい

国
こく

人
じん

も知
し

っておいた方
ほう

がよい災
さい

害
がい

に関
かん

する言
こと

葉
ば

の言
い

い換
か

え例
れい

避
ひ

難
なん

する ⇒ 避
ひ

難
なん

する〈にげる〉
避
ひ

難
なん

所
じょ

⇒ 避
ひ

難
なん

所
じょ
〈みんなが 逃

に
げる ところ〉

余
よ

震
しん

⇒ 余
よ

震
しん

〈後
あと

で 来
く

る 地
じ

震
しん

〉


